
  
 

先月末に発生した大型で非常にゆっくりと進んだ台風 10 号により、九州、四国、中部、東海、関東など、

全国の広い範囲で被害や交通への影響が出ました。滋賀県への今回の台風の直撃はなく、ほっとしています。

９月は台風が発生しやすいので、これからも停電などに備えた防災の準備が必要ですね。台風や地震の災害を

心配していると、疲労も溜まり、体調を崩しやすくなりますので、皆様、どうか体調に気をつけてください。 

 先日、京都の東山にある京都市京セラ美術館で開催されていた「村上隆もののけ京都」の最終日に行ってき

ました。（先月の NHK の日曜美術館で紹介された放送を見るまでは、村上氏のことは知りませんでしたが、

是非見てみたいと思いました。）この展覧会は、現代美術の最前線で活躍する村上氏（1962 年生まれ）によ

る、日本では８年ぶりの大規模な個展で、海外で主に活動されている彼が、日本の公的美術館で開催する最初

で最後の展覧会になるそうです。彼が 1990 年代末に提唱した『スーパーフラット』（例えば、日本のアニメ

やコミックのようなオタク文化は、日本古来の絵画の平面的な技法が根本にあり、結びついていることを提唱

し、証明する芸術活動や概念を意味する言葉だそうです）という概念の、20 年を経ての、京都の視点からの

再検証の展覧会だそうです。展示物には、彼がインスパイアされたとされる江戸時代の絵画、例えば、曾我蕭

白の雲龍図や、俵屋宗達や尾形光琳の風神雷神図屏風、洛中洛外図などから引用した作品が展示されていまし

た。特に目を引いたのは、金箔を貼った黄金色の空に、かわいい、ゆるい感じのアニメ風に描かれた風神と雷

神の絵画で、百年後の展覧会では、江戸時代の風神雷神図屏風と並べられているかもと、楽しみながら想像し

てしまいました。その他にも、彼が生み出したアニメ風のキャラクター、例えば、「お花」、「DOB」などを題

材とした、新旧の作品が数多く展示されていました。京都にちなんだ題材のキャラクターも描かれていました。 

美術館の庭園内の池には、巨大なヴィトンのトランクの上に立つ、黄金色に輝く巨大彫刻「お花の親子」が

設置されていて、それを見ていると、不思議ですが、気持ちが明るく、楽しくなってきました。アートの力で

元気や希望を世界に届けようという村上氏の強い思いが伝わり、今後のご活躍をとても楽しみにしています。 
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